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今
号
の
表
紙
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
「
牛

若
丸
の
絵
で
、
Ｔ
Ｖ
の
『
義
経
』
に
便
乗

し
て
い
る
！
」
と
勘
ぐ
ら
れ
た
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

で
も
、
こ
れ
は
「
牛
若
丸
」
で
は
な
く

「
鬼
若
丸
」
の
御
迎
人
形
な
の
で
す
。「
鬼

若
丸
」
は
、
源
義
経
（
牛
若
丸
）
の
家
臣

で
あ
っ
た
武
蔵
房
（
坊
）
弁
慶
の
幼
名
と

さ
れ
て
い
ま
す
（
と
い
う
こ
と
は
、
や
は

り
便
乗
表
紙
か
な
？
）。

◇
弁
慶
の
出
生
説
話

弁
慶
は
、
熊
野
別
当
の
子
と
し
て
生
ま

れ
、
五
条
大
橋
で
義
経
に
出
会
い
、
安
宅

の
関
で
偽
り
の
勧
進
帳
を
読
み
上
げ
て
主

を
救
い
、
衣
川
で
立
ち
往
生
し
た
な
ど
と
、

そ
の
生
涯
は
様
々
な
逸
話
に
彩
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
信
頼
で
き
る
史
料
と
し

て
は
、
鎌
倉
幕
府
の
記
録
『
吾
妻
鏡
』
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
兄
頼
朝
の
追

討
を
受
け
た
義
経
に
従
う
家
臣
と
し
て
、

文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
十
一
月
三
日
条

と
同
月
六
日
条
の
二
ヵ
所
に
、
「
弁
慶
法

師
」
「
武
蔵
房
弁
慶
」
と
名
が
記
さ
れ
て

い
る
だ
け
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
弁
慶
の
実
在
は
疑
え
な
い

と
し
て
も
、
そ
の
出
自
も
、
五
条
大
橋
も
、

勧
進
帳
も
、
衣
川
も
、
全
て

後
世
の
創
作
で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

で
は
「
鬼
若
丸
」
の
幼
名

は
、
ど
こ
か
ら
出
た
か
と
い

い
ま
す
と
、
室
町
時
代
初
期

に
成
立
し
た
物
語
『
義
経
記

（
ぎ
け
い
き
）』の
よ
う
で
す
。

同
書
に
よ
れ
ば
、
弁
慶
は
十

八
ヵ
月
も
母
の
胎
内
に
あ
り
、

生
ま
れ
た
と
き
に
は
二
、
三

歳
の
大
き
さ
で
、
髪
は
肩
ま

で
の
び
、
大
き
な
歯
も
生
え

揃
っ
て
い
た
た
め「
鬼
若
」と

名
付
け
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

◇
御
迎
人
形「
鬼
若
丸
」の
出
所

江
戸
時
代
の
天
神
祭
に
「
鬼
若
丸
」
の

名
で
御
迎
人
形
が
造
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

は
、
当
時
の
人
々
に
は
、
弁
慶
の
幼
名
は

周
知
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
『
義
経
記
』
か
ら
得
た
知
識
で
は

な
く
、
文
楽
や
歌
舞
伎
の
『
鬼
一
法
眼
三

略
巻
（
き
い
ち
ほ
う
げ
ん
さ
ん
り
ゃ
く
の

ま
き
）
』
に
よ
っ
て
で
し
ょ
う
ね
。

『
鬼
一
法
眼
三
略
巻
』は
、
享
保
十
六
年

（
一
七
三
一
）
に
道
頓
堀
の
竹
本
座
で
人

形
浄
瑠
璃
と
し
て
初
演
さ
れ
、
早
く
も
翌

年
に
は
歌
舞
伎
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
人
形
浄
瑠
璃
か
ら
歌
舞
伎

に
移
し
た
も
の
は
、
丸
本
物
と
い
わ
れ
ま

す（
丸
本
と
は
浄
瑠
璃
の
本
の
こ
と
）。
い

い
本
だ
か
ら
こ
そ
、
歌
舞
伎
に
移
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
え

ば
、歌
舞
伎
の
傑
作
と
さ
れ
る『
菅
原
伝
授

手
習
鑑
』『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』『
義
経
千
本

桜
』の
三
大
狂
言
も
、
全
て
丸
本
物
で
す
。

◇
義
経
つ
な
が
り
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

三
大
狂
言
の
う
ち
、
『
菅
原
伝
授
手
習

鑑
』
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
菅
丞
相
」

す
な
わ
ち
菅
原
道
真
公
が
主
人
公
の
物
語

で
す
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
「
義
経
千

本
桜
」
か
ら
は
、「
源
九
郎
狐
」が
御
迎
人

形
に
採
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
狐
は
、
義

経
の
家
臣
・
佐
藤
忠
信
に
化
け
て
活
躍
す

る
の
で
す
。
文
楽

や
歌
舞
伎
か
ら
採

ら
れ
た
御
迎
人
形

に
は
、
義
経
の
家

臣
が
二
人
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
い
え
ば

『
奥
州
安
達
原
』か

ら
は
義
経
の
四
代

遡
っ
た
祖
先
に
あ

た
る
「
八
幡
太
郎

（
源
）
義
家
」
が
、

『
椿
説
弓
張
月
』か

ら
は
義
経
の
叔
父

に
あ
た
る
「
鎮
西
八
郎（
源
）為
朝
」
が
、

や
は
り
御
迎
人
形
に
採
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
義
経
に
つ
な
が
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
御
迎
人
形
の
な
か
に
探
し
て

み
る
の
も
面
白
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

た
と
え
Ｔ
Ｖ
に
便
乗
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
も
ね
。
（
文
化
研
究
所
・
高
島
幸
次
）
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六
月
二
十
六
日
午
前
十
一
時
か
ら
、「
装

束
賜
式
」
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
装
束
賜

式
と
は
、
今
年
の
天
神
祭
に
奉
仕
さ
れ
る

「
神
童
」
を
は
じ
め
、
神
事
の
中
で
も
重

要
な
お
役
目
「
猿
田
彦
」
「
随
身
」
「
牛

曳
童
児
」
を
お
願
い
す
る
六
人
の
方
々
へ
、

宮
司
か
ら
当
日
着
装
す
る
装
束
を
お
渡
し

し
、
辞
令
を
交
付
す
る
儀
式
で
す
。

こ
れ
に
先
だ
っ
て
、
午
前
九
時
か
ら
神

童
の
自
宅
に
お
い
て
「
当
家
清
祓
式
」
が

権
宮
司
と
主
管
講
社
で
あ
る
神
鉾
講
の
参

列
の
も
と
厳
か
に
斎
行
さ
れ
、
神
童
役
を

拝
命
す
る
西
天
満
の
高
橋
家
の
清
め
ら
れ

た
和
室
に
は
天
満
宮
の
神
棚
が

祀
ら
れ
、
玄
関
に
は
し
め
縄
が

掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

装
束
賜
式
は
、
大
阪
天
満
宮

の
参
集
殿
大
広
間
で
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
ま
ず
宮
司
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
お
役
の
候
補
者
に
対
し
て

装
束
と
と
も
に
辞
令
が
手
渡
さ

れ
、
宮
司
自
ら
ご
奉
仕
を
御
願

い
し
、
続
い
て
権
宮
司
が
、
祭

当
日
ま
で
の
精
進
潔
斎
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
神
童
以
下
の
奉
仕

者
一
同
は
装
束
を
着
装
し
、
記

念
撮
影
を
済
ま
せ
た
後
、
本
殿

に
ご
報
告
申
し
上
げ
る
「
社
参

之
儀
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
奉
仕
者
を
ご
紹
介
し

ま
す
と
、
「
神
童
」
に
は
、
西

天
満
小
学
校
五
年
生
の
高
橋
勇

輝
君
（
た
か
は
し
　
ゆ
う
き
）。

七
月
七
日
、
本
殿
に
お
い
て
午
後
四
時

か
ら
恒
例
の
「
天
満
天
神
七
夕
祭
」
が
斎

行
さ
れ
、
続
い
て
境
内
で
は
、
神
賑
行
事

と
し
て
「
星
愛
七
夕
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

本
殿
祭
の
前
に
星
合
池
の
畔
に
設
け
ら

れ
た
祭
壇
に
は
大
笹
が
立
て
ら
れ
「
天
棚

機
比
賣
大
神
」
（
あ
め
の
た
な
ば
た
ひ
め

の
お
お
か
み
）
が
降
神
さ
れ
神
饌
が
供
え

ら
れ
ま
し
た
。
本
殿
祭
で
あ
る
「
天
満
天

神
七
夕
祭
」
で
は
、
宮
司
以
下
神
職
の
奉

仕
に
よ
っ
て
、
当
宮
の
創
祀
伝
承
で
あ
る

七
本
松
の
伝
承
に
ち
な
み
「
松
の
御
供
」

と
称
す
る
七
種
の
神
饌
が
献
じ
ら
れ
、「
白

銀
の
天
の
川
原
に
鵲（
か
さ
さ
ぎ
）の
橋
渡

し･･･

」と
宮
司
の
祝
詞
奏
上
に
続
い
て
巫

女
の
「
笹
神
楽
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

氏
子
総
代
、
天
神
祭
奉
仕
の
講
社
の
方

々
な
ど
の
参
列
者
は
各
々
祈
願
を
記
し
た

短
冊
を
奉
り
、
拝
礼
を
さ
れ
ま
し
た

祭
儀
終
了
後
の
境
内
で
は
、
地
元
天
神

橋
商
店
街
の
有
志
に
よ
る
夜
店
を
始
め
大

道
芸
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
天

神
橋
六
丁
目
か
ら
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
を

行
進
し
て
き
た
「
お
り
ひ
め
・
ひ
こ
ぼ
し

パ
レ
ー
ド
」
の
宮
入
り
や
、
元
関
取
大
至

さ
ん
に
よ
る
創
作
相
撲
甚
句
が
披
露
さ
れ

る
中
、
約
四
千
人
の
老
若
男
女
、
カ
ッ
プ

ル
た
ち
が
参
拝
に
訪
れ
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
参
拝
者
全
員
が
音

楽
や
照
明
、
特
殊
効
果
に
よ
っ
て
幻
想
的

な
雰
囲
気
に
演
出
さ
れ
た
境
内
に
立
て
ら

れ
た
「
七
つ
の
願
い
茅
の
輪
」
を
神
職
、

巫
女
の
先
導
で
次
々
と
く
ぐ
り
ぬ
け
、
星

合
池
の
七
夕
大
神
の
も
と
へ
と
誘
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
願
い
の
短
冊
に
思
い
思
い
の
こ

と
を
書
き
し
る
し
て
笹
の
枝
に
結
ん
で
は
、

し
ば
し
真
剣
に
祈
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

し
ょ
う
ぞ
く
た
ば
り
し
き

装
束
賜
式

　
　
神
童
な
ど
六
名
に

　
　
　
　
装
束
と
辞
令
が

高
橋
家
は
、
平
成
十
三
年
に
も
長
男
伶
太

君
が
奉
仕
さ
れ
て
お
り
、
お
父
様
の
高
橋

賢
次
氏
も
「
大
変
名
誉
な
こ
と
で
嬉
し
く

思
い
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

「
猿
田
彦
」
の
お
役
に
は
、
例
年
通
り
波

多
野
肇
が
奉
仕
さ
れ
ま
す
。
同
氏
は
祖
父

南
村
八
兵
衛
氏
か
ら
こ
の
お
役
を
継
承
さ

れ
、
去
年
は
三
十
回
目
の
ご
奉
仕
を
勤
め

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
今
年
二
月
十
三
日
に

は
盛
大
な
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
ま
す
ま
す

お
元
気
の
様
子
で
す
。

こ
の
他
、
「
随
身
」
に
は
秋
田
洋
志
さ

ん
と
、
永
田
達
也
さ
ん
の
お
二
人
、
「
牛

曳
童
児
」
に
は
吉
井
麻
稀
さ
ん
と
、
吉
井

宏
之
君
の
ご
姉
弟
が
奉
仕
さ
れ
ま
す
。
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参
集
殿（
注
）は
本
殿
の
東
側
に
位
置
し
、

明
治
四
十
三
年
十
月
二
十
日
、
落
成
に
つ

き
奏
上
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
集
殿
は
明
治
末
期
に
建
築
さ
れ
た
の

で
す
が
、
古
い
書
院
造
り
の
伝
統
を
見
事

に
継
承
し
て
い
ま
す
。
三
十
畳
敷
の
大
広

間
と
各
十
五
畳
敷
の
春
夏
秋
冬
の
四
季
の

間
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
大
広
間
の
妻

側
に
、
上
々
段
の
間（
書
院
）、
上
段
の
間

（
奥
行
一
間
・
幅
三
間
の
巨
大
床
の
間
）、

脇
床（
一
間
半
幅
の
違
い
棚
・
地
袋
）が
一

列
に
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
広
間
の
畳
を

あ
げ
る
と
拭
板
敷
き
に
な
り
、
座
敷
能
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
音
響
効
果

か
め

の
た
め
床
下
に
は
六
個
の
瓶
が
埋
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
参
集
殿
と
類
似
の
建
物
は
、

重
要
文
化
財
の
西
本
願
寺
鴻
の
間
（
対
面

所
）
や
飛
雲
閣
一
階
の
招
賢
殿
、
醍
醐
寺

三
宝
院
寝
殿
ぐ
ら
い
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
平
成
十
一
年
、
参
集
殿
は
神
楽
殿
・
梅

花
殿
と
と
も
に
国
の
登
録
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
社
報
第
三
八
号
に
京
都
大

学
教
授
山
岸
常
人
氏
に
よ
る
報
告
記
事
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
御
神
退
千

百
年
の
記
念
行
事
と
し
て
社
殿
の
修
復
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
社
報
第
四
四
号
に
修

復
な
っ
た
参
集
殿
内
部
の
写
真
を
掲
載
。

　
そ
し
て
、
近
畿
大
学
教
授
櫻
井
敏
雄
氏

に
よ
る
社
殿
修
復
事
業
の
調
査
報
告
が
、

『
天
神
さ
ま
壱
千
百
年
大
祭
ー
大
阪
天
満

宮
で
は
―
』（
平
成
十
五
年
七
月
二
十
五
日

発
行
）に
掲
載
さ
れ
、参
集
殿
の
建
築
様
式

等
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
参
集
所
棟
札

御
神
退
千
百
年
に
む
け
て
の
修
復
工
事

の
時
、
参
集
所
棟
札
と
梅

花
殿
棟
札
お
よ
び
「
天
満

宮
梅
花
殿
之
記
」
の
札
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。
梅
花

殿
棟
札
と
天
満
宮
梅
花
殿

之
記
の
札
の
写
真
は
社
報

第
四
四
号
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。

以
下
に
参
集
所
棟
札
の
表
面
と
裏
面
の

記
述
を
紹
介
し
ま
す
。

（
表
）

明
治
四
十
二
年

参
集
所
上
棟
安
穏
長
久
之
攸
　

十
月
二
十
四
日

（
裏
）

　
會
長
従
三
位
勲
一
等
高
崎
親
章

寄
付
　
天
　
満
　
宮
　
保
　
勝
　
会

　
副
會
長
　
　
　
　
　
滋
岡
従
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
吉
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
井
栄
太
郎

　
協
議
員
幹
事
　
　
　
濱
崎
永
三
郎

　
建
築
委
員
　
　
　
　
和
田
半
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
尾
本
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
藤
嘉
一
郎

　
協
議
員
建
築
委
員
　
加
藤
甚
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
吉
右
衛
門

　
協
議
員
　
　
　
　
　
清
水
平
兵
衛

　
幹
　
事
　
　
　
　
　
加
藤
専
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
嘉
七

参
集
所
棟
札
　（
右
）表
面
　（
左
）裏
面

参
集
殿
　
ー
天
満
宮
会
館
ロ
ビ
ー
か
ら
見
る
ー

　
　
　
　
天
川
三
蔵
　
　
澤
　
卯
兵
衛

　
　
　
　
　
今
井
茂
助
　
池
本
権
右
衛
門

　
　
　
　
大
谷
籐
七
　
　
杉
本
九
兵
衛

協
議
員
　
坂
上
新
治
郎
　
村
井
籐
一
郎

　
　
　
　
石
橋
庄
兵
衛
伴
井
嘉
右
衛
門

　        

　
森
　
平
輔
　
　
小
松
伊
助

　
　
　
　
三
浦
市
兵
衛
　
勝
浦
庄
次
郎
　

　
　
　
　
　
丸
山
卯
兵
衛
　
大
谷
善
兵
衛

理
　
事
　
　
　
大
道
久
之

　
　
　
　
　
　
寺
井
種
臣

　
　
　
　
　
　
角
　
正
方

建
築
顧
問
　
柳
　
信
次
郎
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規
模
を
拡
張
し
、
既
設
の
社
殿
そ
の
他
建

造
物
を
保
存
し
、
連
歌
所
・
渡
殿
・
集
会

所
の
改
築
及
び
神
苑
等
の
経
営
を
目
的
と

し
て
天
満
宮
保
勝
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

府
下
管
内
で
金
五
万
円
を
募
集
す
る
募
金

許
可
願
い
を
知
事
に
提
出
し
、
五
月
四
日

に
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。
五
月
十
日
に
は
、

保
勝
会
幹
事
選
挙
を
行
い
、
山
中
吉
兵
衛
、

和
田
半
兵
衛
ら
十
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

保
勝
会
の
募
金
寄
付
が
有

力
な
資
金
と
な
り
、
明
治

四
十
二
年
四
月
十
八
日
集

会
所
（
参
集
所
）
の
新
築

地
地
鎮
祭
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

（
注
）
参
集
殿
と
参
集
所

明
治
四
十
三
年
十
月
に

落
成
し
た
と
き
の
名
称
は

参
集
所
で
あ
り
、
そ
の
後

も
ず
っ
と
参
集
所
と
称
さ

れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

近
年
梅
花
殿
・
神
楽
殿
と

並
ん
で
参
集
殿
と
称
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
な
り
、
国

の
登
録
文
化
財
の
指
定
を

受
け
る
際
参
集
殿
と
し
た
。

　
ま
た
、
神
楽
殿
に
つ
い

て
も
明
治
三
十
三
年
に
新

築
竣
工
し
た
と
き
か
ら
、

神
楽
所
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

事
務
員
　
　
松
井
東
三

　
　
　
　
　
沖
本
信
吾

　
　
　
　
　
木
下
治
一

　
　
　
　
　
赤
井
寛
三

番
　
匠
　
　
柳
　
佶
兵
衛

保
勝
会
と
参
集
所

明
治
四
十
年
四
月
二
十
二
日
、
社
地
の

　

参
集
殿
で
ア
メ
リ
カ
女
性
の
結
婚
式

当
宮
所
蔵
の
古
写
真
の
中
に
、
参
集
殿

上
段
の
間
に
神
座
を
設
け
て
の
神
前
結
婚

式
の
写
真
が
一
枚
あ
り
ま
す
。
明
治
か
大

正
ご
ろ
と
思
わ
れ
る
写
真
に
写
っ
て
い
る

花
嫁
さ
ん
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
姿
で
、

ヴ
ェ
ー
ル
で
お
顔
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
ど
う
や
ら
外
国
人
女
性
の
よ
う
で
す
。

　
た
ま
た
ま
「
本
殿
詰
所
日
誌
」
を
め
く

っ
て
い
て
、
該
当
記
事
を
見
つ
け
ま
し
た
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
が
気
に
な
り
ま
す
が
、

も
う
百
年
以
上
前
の
こ
と
で
す
の
で
、
日

誌
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
写
し
ま
す
。

大
正
二
年
七
月
二
十
一
日

　
結
婚
式
祭
典
献
饌
十
一
臺
　

　
　
　
　
午
前
十
一
時
執
行
　
特
等

　
婿
　
正
四
位
勲
三
等
退
職
検
事

　
　
　
山
本
辰
六
郎
男
　
　
　
山
本
俊
麿

（
嫁
）

　
　
　
キ
ャ
プ
テ
ン
、
ジ
ョ
ン
、ウ
ヰ
ン
、ノ
代

　
　
　
人
ト
シ
テ
后
見
人
ゼ
シ
ウ
ヰ
ル
キ
ン
ソ
ン

　
　
　
ミ
ス
、リ
リ
ビ
ヤ
ト
リ
ス
、ウ
ヰ
ン

　
媒
　
米
国
海
軍
主
計
総
監
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ク
ド
、
ナ
ル
ド

写
真
を
見
ま
す
と
、
神
前
で
拝
礼
し
て

い
る
の
は
、
媒
酌
人
の
マ
ク
ド
、
ナ
ル
ド

氏
と
後
見
人
の
ゼ
シ
ウ
イ
ル
キ
ン
ソ
ン
氏

の
よ
う
で
す
。
花
嫁
さ
ん
は
、
お
そ
ら
く

ア
メ
リ
カ
人
で
し
ょ
う
。
約
三
十
年
後
の

日
米
開
戦
の
こ
と
を
思
う
と
、
お
二
人
が

幸
せ
な
結
婚
生
活
を
全
う
さ
れ
た
こ
と
を

祈
ら
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

矢
野
橋
村
画
伯

　
　
参
集
殿
の
襖
絵
を
描
く

寺
井
種
伯
宮
司
は
「
私
が
ま
だ
学
生
だ

っ
た
こ
ろ
、
参
集
殿
の
白
襖
の
前
に
ど
っ

か
と
座
っ
て
、
お
酒
の
瓶
を
傍
ら
に
置
い

て
絵
筆
を
ふ
る
っ
て
お
ら
れ
た
矢
野
橋
村

画
伯
の
お
姿
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。」と

言
わ
れ
ま
す
。
戦
後
の
社
務
日
誌
を
見
て

み
ま
す
と
、
矢
野
画
伯
は
昭
和
二
十
七
年

一
月
十
四
日
に
揮
毫
を
は
じ
め
、
同
十
七

日
に
仕
上
げ
。
二
月
十
九
日
に
門
弟
一
人

を
と
も
な
い
揮
毫
。
二
十
一
日
に
仕
上
げ
。

三
月
六
日
か
ら
四
季
の
間
の
襖
絵
に
取
り

か
か
り
、
八
日
に
仕
上
げ
。
そ
の
間
に
広

間
の
絵
に
金
粉
を
塗
る
職
人
が
二
名
来
て

い
ま
す
。

こ
の
と
き
、
矢
野
画
伯
に
つ
い
て
来
ら

れ
た
門
弟
は
「
私
で
す
」
と
言
わ
れ
た
の

が
、
南
画
の
直
原
玉
青
画
伯
で
す
。

昭
和
二
十
七
年
は
菅
公
千
五
十
年
祭
の

年
に
あ
た
り
、
四
月
二
十
三
日
か
ら
祭
典

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
矢
野
画
伯
の

参
集
殿
襖
絵
揮
毫
は
千
五
十
年
祭
を
記
念

し
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

大
広
間
の
堂
々
た
る
松
の
襖
絵
も
四
季

の
間
の
風
景
の
襖
絵
も
、
現
在
は
修
復
保

管
中
で
残
念
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
　
　
　（
文
化
研
究
所  

近
江
晴
子
）

参
集
所
で
挙
式
　
花
嫁
は
ミ
ス
、
リ
リ
ビ
ヤ

ト
リ
ス
、
ウ
ヰ
ン
さ
ん
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去
る
三
月
一
三
日
か
ら
二

七
日
に
及
ぶ
大
相
撲
大
阪
場

所
に
お
い
て
、
横
綱
・
朝
青

龍
が
全
勝
優
勝
し
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
す
が
、
実
は
大
阪

場
所
に
先
立
つ
三
月
九
日
、
朝
青
龍
関
は

当
宮
を
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
相
撲
協
会
の
北
の
海
理
事
長
と
と

  

◆
第
二
回

　
　  

「
黄
梅
祭
」
斎
行

去
る
六
月
一
〇
日
、
和
歌
山
県
南
部
川

村
の
「
大
阪
天
満
宮
御
神
園
」
に
お
い
て
、

第
二
回
「
黄
梅
祭
」
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
、
同
村
の
東
農
園
内
に
、
当
宮「
祖

霊
祭
」
の
お

下
が
り
用
の

梅
を
栽
培
す

る
専
用
梅
林

が
新
設
さ
れ

た
こ
と
は
、

当
社
報
46
号

で
お
知
ら
せ

し
た
通
り
で

す
。今

年
も
、

当
宮
神
職
に

よ
る
収
穫
感

謝
の
祭
儀

「
黄
梅
祭
」

が
斎
行
さ
れ
、

つ
づ
い
て
宮

司
以
下
神
職

・
巫
女
ら
に

よ
る
、
収
穫

が
行
わ
れ
ま

し
た
。

も
に
横
綱
は
、
本
殿
で
参
拝
の
後
、
天
満

宮
会
館
ロ
ビ
ー
で
、
寺
井
種
伯
宮
司
・
寺

井
種
治
権
宮
司
と
懇
談
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
が
日
ご
ろ
見
慣
れ
た
土
俵
上
の

厳
し
い
表
情
で
は
な
く
、
終
始
、
柔
和
な

語
り
口
で
、
大
阪
場
所
に
か
け
る
抱
負
や
、

勝
負
に
か
け
る
心
意
気
な
ど
を
熱
く
語
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
境
内
で
記
念
撮
影
を
行
い
ま

し
た
が
、
偶
然
に
居
合
わ
せ
た
参
拝
者
の

皆
さ
ん
は
、
突
然
の
横
綱
の
姿
に
驚
き
な

が
ら
も
、
写
真
や
握
手
を
求
め
、
横
綱
も

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
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一
、
工
事
の
概
要

前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
通
り
、
鉾

流
し
祭
場
の
改
修
工
事
が
、
大
阪
府
の
治

水
事
業
の
一
環
と
し
て
三
月
か
ら
着
工
さ

れ
、
今
年
の
天
神
祭
を
前
に
竣
工
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
は
治
水
事
業
に
関
す
る
基

準
が
全
国
的
に
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

「
ス
ー
パ
ー
堤
防
」
方
式
が
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
既
存
の
堤
防
の
高
さ
を

変
え
な
い
で
そ
の
機
能
が
果
た
せ
る
の
で

あ
れ
ば
、
形
状
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば

緩
や
か
な
階
段
状
の
よ
う
な
も
の
で
も
新

し
く
建
設
で
き
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

今
回
の
工
事
で
は
、
大
阪
天
満
宮
所
有

地
で
あ
る
祭
場
の
境
界
線
か
ら
、
川
方
向

に
緩
や
か
な
階
段
状
の
堤
防
を
付
け
、
そ

の
外
側
と
な
る
河
畔
部
分
に
は
平
面
の
広

場
を
確
保
し
て
、
親
水
区
域
と
し
て
の
広

場
と
し
ま
す
。

こ
の
広
場
は
、
鉾
流
神
事
の
際
に
は
祭

場
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で

参
列
員
・
拝
観
者
は
、
目
の
前
に
横
た
わ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堤
防
の
た
め
、
肝
心
の

鉾
を
流
す
場
面
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
様
子
を
見
た
け
れ
ば
、

鉾
流
橋
の
上
に
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
今
年
か
ら
は
斎
場
か
ら
も
川

面
を
望
む
こ
と
が
で
き
、
平
安
時
代
の
手

ぶ
り
が
復
興
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
鉾
流
橋
の
袂
か
ら
ス
ロ
ー
プ
を
つ
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
市
民
も
私
有
地

を
通
ら
ず
に
親
水
区
域
に
降
り
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
水
際
の
一

部
に
は
砂
利
浜
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
波
打
ち

際
も
造
ら
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
初
期
の
元
和
六
年
（
一
六
二

〇
）
か
ら
三
百
年
間
中
絶
し
て
い
た
神
事

は
、
昭
和
五
年
に
復
興
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
回
の
工
事
は
、
当
時
の
姿
を
取
り
戻
す

こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。

二
、
ア
ド
ブ
ト
・
リ
バ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

こ
の
工
事
を
機
に
、
大
阪
天
満
宮
は
大

阪
府
と
「
ア
ド
プ
ト
・
リ
バ
ー
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

大
阪
府
で
は
、
地
域
に
愛
さ
れ
、
大
切

に
さ
れ
る
川
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
自
発

的
な
地
域
活
動
を
河
川
美
化
に
つ
な
げ
る

と
い
う
趣
旨
の
「
ア
ド
プ
ト
・
リ
バ
ー
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
、平

成
十
三
年
七
月
か
ら

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
ア
ド
プ
ト
」
と

は「
養
子
に
す
る
」と

い
う
意
味
で
、
河
川

を
「
養
子
」
に
、
参

加
す
る
団
体
を
「
里

親
」
に
見
立
て
た
ネ

ー
ミ
ン
グ
で
す
。
す

で
に
府
下
各
所
で
、

地
域
自
治
会
、
市
民

グ
ル
ー
プ
、
企
業
な

ど
が
参
加
し
て
い
ま

す
。こ

の
度
、
当
宮
も
、

堂
島
川
の
河
川
管
理

者
で
あ
る
大
阪
府
西

治
水
事
務
所
と
、
清

掃
美
化
活
動
の
内
容

に
つ
い
て
協
定
し
た

も
の
で
、
今
後
、
こ

の
区
域
は
一
般
市
民

に
も
解
放
さ
れ
ま
す
。

昭
和
初
年
の
鉾
流
神
事

　三
、
「
鉾
流
神
事
」
の
復
曲

祭
場
が
昔
の
姿
に
近
い
形
に
改
修
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
て
、
今
年
の
天
神
祭
鉾

流
神
事
で
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
古
儀
が
復





てんまてんじん　第４８号

-　　-10

こ
の
度
、
第
三
期
の
「
御
伽
塾
」
が
、

当
宮
梅
香
学
院
三
階
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
塾
で
は
、
菅
原
道
真
公
・
大

阪
天
満
宮
・
天
神
祭
な
ど
に
つ
い
て
、
全

十
一
講
座
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
担
当
は
、

大
阪
周
辺
の
大
学
・
美
術
館
・
博
物
館
の

研
究
者
で
構
成
し
て
い
る
「
天
満
天
神
研

究
会
」
の
メ
ン
バ
ー
を
お
招
き
し
、
歴
史

学
・
民
俗
学
・
絵
画
史
・
音
楽
史
・
住
文

化
史
な
ど
多
彩
な
分
野
か
ら
熱
弁
を
ふ
る

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
義
テ
ー
マ
と

担
当
者
は
、
以
下
の
通
り
で
す
（
一
講
座

九
〇
分
）
。

《
４
月
17
日
》

第
一
講
「
大
阪
天
満
宮
の
創
祀
」

　
　
　
　

高
島
幸
次（
夙
川
学
院
短
期
大
学
）

第
二
講
「
大
阪
天
満
宮
と
天
神
信
仰
」

　
　
　
　

高
島
幸
次

《
５
月
８
日
》

第
三
講
「
天
神
祭
の
成
立
と
発
展
」

　
　
　
　

高
島
幸
次

第
四
講
「
絵
画
に
描
か
れ
た
天
神
と
天
神

　
　
　
　
祭
」
松
浦
清（
大
阪
工
業
大
学
）

《
５
月
15
日
》

第
五
講
「
陸
渡
御
と
船
渡
御
」
永
原
順
子

　
　
　
（
大
阪
天
満
宮
文
化
研
究
所
）

第
六
講
「
天
神
縁
起
絵
と
天
神
信
仰
」

　
　
　
　

鈴
木
幸
人
（
北
海
道
大
学
）

《
６
月
12
日
》

第
七
講
「
天
神
祭
の
講
社
」

　
　
　
　

澤
井
浩
一
（
大
阪
歴
史
博
物
館
）

第
八
講
「
菅
原
道
真
公
の
生
涯
」

　
　
　
　

竹
居
明
男
（
同
志
社
大
学
）

《
６
月
19
日
》

第
九
講
「
御
迎
人
形
と
造
り
物
」

　
　
　
　

高
島
幸
次

「
天
満
天
神
梅
ま
つ
り
」
の
最
終
日
に
あ

た
る
２
月
27
日（
日
）、
天
満
天
神
研
究
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
も
、
文
部
科
学

省
研
究
助
成
金
対
象
の
「
太
子
信
仰
と
天

神
信
仰
の
比
較
史
研
究
会
」
と
の
共
催
で
、

次
の
二
氏
の
研
究
発
表
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

１
、
中
林
隆
之（
大
阪
外
国
語
大
学
講
師
）

「
藤
原
光
明
子
と
太
子
信
仰
」

古
代
国
家
に
と
っ
て
聖
徳
太
子
は
王
権
と

信
仰
（
仏
教
）
の
関
わ
り
を
と
く
と
き
に

に
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
る

点
や
、
藤
原
光
明
子
の
太
子
信
仰
に
つ
い

て
も
と
り
あ
げ
、
そ
の
後
の
藤
原
氏
と
太

子
信
仰
に
至
る
ま
で
幅
広
く
言
及
さ
れ
ま

し
た
。

２
、
稲
城
正
己
（
仏
教
大
学
講
師
）

「
菅
原
道
真
の
詩
文
と
仏
教
」

菅
原
道
真
公
の
詩
文
集
『
菅
家
文
草
』
に

つ
い
て
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
は
、
主
に

国
文
学
の
分
野
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

本
発
表
で
は
、
同
『
文
草
』
に
収
め
ら
れ

た
「
願
文
」
を
素
材
と
し
て
、
天
皇
の
仏

教
的
な
位
置
づ
け
と
、
女
性
の
果
た
す
仏

教
的
な
役
割
に
注
目
し
、
九
世
紀
後
半
の

特
色
を
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

第
十
講
「
天
神
祭
の
聞
き
ど
こ
ろ
」

　
　
　
　

網
干
　
毅
（
関
西
学
院
大
学
）

な
か
に
は
、
か
な
り
専
門
的
な
講
義
も

あ
り
ま
し
た
が
、
三
〇
名
の
受
講
生
は
、

学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
に
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
６
月
26
日

に
は
、
天
神
橋
筋
六
丁
目
の
「
大
阪
く
ら

し
の
今
昔
館
」
に
集
合
し
、
谷
直
樹
館
長

（
大
阪
市
立
大
学
）の
講
義
の
後
、
江
戸
時

代
の
天
神
祭
の
町
並
み
を
見
学
、
無
事
に

御
伽
塾
を
修
了
し
ま
し
た
。

第
三
期
御
伽
衆
６
名
を
推
薦

第
三
期
「
御
伽
塾
」
受
講
者
の
中
か
ら
、

六
名
が
「
天
満
天
神
御
伽
衆
」
の
第
三
期

生
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

天
神
祭
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
で
あ

る
「
御
伽
衆
」
は
、
平
成
一
二
年
に
発
足

し
、
現
在
は
十
九
名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
天
神
祭
・
船
渡
御
で
は
数
多
く

の
船
か
ら
派
遣
の
要
請
を
頂
き
、
ま
た
、

春
の
「
梅
ま
つ
り
」
な
ど
の
お
手
伝
い
な

ど
、
活
動
の
幅
も
広
が
っ
て
き
た
た
め
に
、

人
員
の
補
充
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
推
薦
を
受
け
た
六
名
は
、
天
神

祭
で
実
習
生
と
し
て
活
動
す
る
と
と
も
に
、

神
職
か
ら
当
宮
の
神
事
に
つ
い
て
の
講
義

（
三
講
座
）を
受
講
し
た
後
に
、
宮
司
か
ら

正
式
に
任
命
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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当
宮
の
梅
香
学
院
の
「
書
道
教
室
」
の

生
徒
で
あ
る
中
野
理
恵
さ
ん
が
、
文
部
科

学
省
認
定
「
硬
筆
毛
筆
書
写
技
能
検
定
」

の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
教
室
を
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
関
岡

松
籟
先
生
か
ら
、
お
祝
い
の
言
葉
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
で
以
下
に
紹
介
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
お
め
で
と
う

三
月
十
八
日
、
文
部
科
学
省
認
定
「
硬

一
月
課
題
「
年
頭
即
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
雪
稜
　
松
村
曉
二

歳
旦
菅
家
宗
廟
庭
　
數
多
賽
客
自
安
寧

轉
眸
四
海
悲
雲
覆
　
何
處
明
光
問
列
星

（
訓
読
）
歳
旦
の
菅
家
宗
廟
の
庭
　
数
多

の
賽
客
　
自
か
ら
安
寧
　
眸
を
四
海
に
転

ず
れ
ば
悲
雲
覆
い
　
何
れ
の
処
か
明
光
あ

り
や
と
列
星
に
問
う

（
語
釈
）
菅
家
宗
廟
庭
＝
こ
こ
で
は
大
阪

天
満
宮
。
数
多
＝
あ
ま
た
、
多
い
こ
と
。

賽
客
＝
お
詣
り
の
人
。
安
寧
＝
や
す
ら
か
。

四
海
＝
世
界
の
こ
と
。

（
詩
意
）
元
旦
の
天
満
宮
は
あ
ま
た
の
初

詣
の
人
・
人
・
人
、
そ
の
人
達
は
自
然
と

安
ら
か
で
有
る
が
世
界
に
眼
を
向
け
る
と

悲
し
く
成
る
よ
う
な
雲
が
覆
っ
て
い
る
、

ど
こ
に
光
明
が
あ
る
の
か
黎
明
の
星
星
に

問
い
か
け
て
い
る

　
三
月
席
題
　
分
韻
「
暖
日
訪
友
」

　
　
　
　
　
　
得
支
　
瑞
峰
　
須
磨
尚
子

風
暄
天
霽
百
花
時
　
訪
友
清
談
慰
我
思

庭
院
靜
間
鶯
語
巧
　
歸
心
未
起
日
西
移

（
訓
読
）
風
暄
か
く
天
霽
る
る
百
花
の
時

　
友
を
訪
い
清
談
し
て
は
我
が
思
い
を
慰

む
　
庭
院
靜
間
　
鶯
語
巧
み
な
り
　
帰
心

未
だ
起
ら
ず
　
日
西
に
移
る

（
語
釈
）
清
談
＝
浮
世
離
れ
を
し
た
話
。

昔
政
治
批
判
な
ど
す
れ
ば
殺
さ
れ
た
時
代

に
清
談
と
称
し
た
集
ま
り
。
今
日
で
は
詩

書
画
の
話
等
々
。

（
詩
意
）
風
は
暖
か
く
な
り
空
も
晴
れ
た

し
百
花
が
咲
き
乱
れ
る
と
き
、
友
を
訪
ね

詩
や
書
の
話
な
ど
し
て
慰
め
と
し
た
。
お

庭
は
静
か
で
鴬
が
巧
み
に
鳴
く
、
家
に
戻

る
気
も
し
な
い
ま
ま
に
日
は
西
に
移
っ
て

い
た
。

　
四
月
課
題
「
冶
春
郊
行
」

　
　
　
　
　
　
　
　
翠
成
　
榊
原
成
子

新
晴
一
碧
寺
樓
春
　
櫻
朶
百
垂
興
最
眞

123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456

1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567
1234567

浪
速
菅
廟
吟
社
詠
草

雪
稜  

松
村
暁
二 

撰

筆
毛
筆
書
写
技
能
検
定
」
の
平
成
十
六

年
度
優
秀
者
表
彰
式
が
東
京
上
野
の
池

之
端
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
当
梅

香
学
院
の
受
講
生
で
あ
る
中
野
恵
理
さ

ん
が
、
毛
筆
の
部
で
「
文
部
科
学
大
臣

飽
賞
此
情
恩
澤
遍
　
有
聲
今
亦
遇
花
神

（
訓
読
）
新
晴
一
碧
　
寺
楼
の
春
　
桜
朶

百
垂
　
興
最
も
真
な
り
　
飽
く
ま
で
賞
す

此
の
情
　
恩
沢
遍
し
　
声
有
り
今
ま
た
　

花
神
に
遇
う
と

（
語
釈
）
新
晴
＝
雨
上
が
り
。
恩
沢
＝
恵

み
。
天
子
さ
ま
の
恵
み
。
神
仏
の
恵
み
。

自
然
の
恵
み
。

（
詩
意
）
雨
上
が
り
の
真
っ
青
な
空
、
尋

ね
た
お
寺
の
春
。
桜
は
満
開
で
興
味
の
湧

き
湧
く
。
こ
の
景
色
を
飽
く
ま
で
見
て
い

る
と
、
諸
々
の
恵
み
を
感
じ
た
。
何
処
か

で
声
が
し
た
よ
う
な
、
あ
れ
は
花
を
司
る

神
様
で
あ
ろ
う
か
。

　
五
月
席
題
　
分
韻
「
南
軒
茗
話
」

　
　
　
　
　
　
得
支
　
秋
鳳
　
樋
口
達
彦

南
軒
凭
几
喫
茶
時
　
紫
蝶
飛
來
窓
外
窺

吾
輩
賞
味
是
凍
頂
　
銘
心
玉
露
有
君
知

（
訓
読
）
南
軒
　
几
に
凭
り
　
茶
を
喫
す

る
時
　
紫
蝶
　
飛
び
来
た
り
て
　
窓
外
に

窺
う
　
吾
が
輩
の
賞
味
す
る
は
　
是
れ
凍

頂
　
銘
心
の
玉
露
　
君
知
る
有
り
や

（
語
釈
）
凍
頂
＝
凍
頂
茶
。
中
国
の
最
高

級
の
茶
。
知
る
＝
蝶
に
訊
ね
て
い
る
。

（
詩
意
）
南
の
軒
端
で
お
茶
を
飲
ん
で
い

る
と
、
蝶
が
飛
ん
で
き
て
覗
い
て
い
る
よ

う
だ
。
僕
が
賞
味
し
て
い
る
の
は
凍
頂
茶

だ
よ
、
心
に
深
く
感
ず
る
茶
を
君
（
蝶
）

よ
知
っ
て
い
る
か
い
、
知
ら
な
い
だ
ろ
う
。

賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
十

二
万
二
千
人
を
超
え
る
受
験
生

の
な
か
か
ら
、
年
間
三
名
に
授

与
さ
れ
る
も
の
で
、
受
験
生
と

受
賞
者
の
比
率
を
考
え
る
と
、

奇
跡
に
等
し
い
こ
と
で
、
学
問

の
神
、
書
道
の
神
と
崇
め
ら
れ

る
菅
原
道
真
公
を
主
祭
神
と
す

る
大
阪
天
満
宮
の
梅
香
学
院
で

学
習
し
て
い
る
た
ま
も
の
で
、
天
神
さ
ま

の
加
護
と
と
も
に
本
人
の
た
ゆ
ま
ざ
る
努

力
の
実
り
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
将
来
を
大

い
に
期
待
し
て
喜
び
の
こ
と
ば
と
い
た
し

ま
す
。

梅
香
学
院
受
講
生
　

中
野
恵
理
さ
ん

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
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◆
連
歌
師
、
西
山
宗
因

凡
そ
連
歌
俳
諧
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
人

で
、
西
山
宗
因
の
偉
業
に
瞠
目
し
な
い
人

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
連
句
史
上
画
期
的
な

新
風
を
も
た
ら
し
た
「
談
林
派
」
の
開
祖
、

こ
の
人
一
度
現
る
ゝ
や
、
天
下
の
群
雄
風

を
望
ん
で
沸
き
立
っ
た
観
す
ら
あ
る
。

も
と
、
肥
後
の
藩
士
。
寛
永
九
年
（
一

六
三
二
）
主
家
加
藤
忠
広
の
突
然
の
改
易

に
よ
っ
て
浪
人
と
な
り
、
意
を
決
し
て
上

京
、
里
村
昌
琢
に
学
び
、
連
歌
師
と
し
て

次
第
に
頭
角
を
現
わ
す
。
正
保
四
年
（
一

六
四
七
）
、
大
阪
天
満
宮
で
連
歌
所
の
活

動
再
興
に
ふ
さ
わ
し
い
宗
匠
を
求
め
て
い

た
と
こ
ろ
、
里
村
家
の
推
奨
を
受
け
て
着

任
、
早
速
、
慶
長
末
年
（
〜
一
六
一
五
）

以
来
中
絶
し
て
い
た
月
次
連
歌
を
復
活
す

る
な
ど
、

関
西
連
歌

界
の
リ
ー

ダ
ー
と
し

て
卓
越
し

た
手
腕
を

揮
う
に
至

る
。し

か
し
、

彼
の
真
骨

頂
は
連
歌

に
留
ま
ら

ず
、
同
時

に
傘
下
に

集
ま
っ
た
俳
諧
師
た
ち
の
信
頼
を
得
た
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
井
原
西
鶴
・

菅
野
谷
高
政
・
岡
西
惟
中
ら
の
名
も
あ
っ

た
。
宗
因
の
「
自
由
に
基
づ
く
俳
諧
」
は
、

時
に
「
阿
蘭
陀（
オ
ラ
ン
ダ
）流
」
な
ど
と

罵（
の
の
し
）ら
れ
な
が
ら
も
、
こ
れ
ら
逸

材
の
創
造
力
に
火
を
付
け
た
。
彼
ら
の
そ

の
後
の
精
力
的
な
活
動
は
周
知
の
と
お
り

で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
自
由
と
激
情
は
時

に
放
埓
を
生
み
、
や
が
て
暴
走
、
自
爆
を

遂
げ
る
に
至
る
。
そ
し
て
世
は
「
ポ
ス

ト
談
林
」（
そ
の
代
表
が「
蕉
風
」）の
時
代

に
移
っ
て
行
く
。

し
か
し
、
そ
の
立
役
者
の
芭
蕉
が
一
時

「
談
林
」
の
座
に
い
た
こ
と
は
注
目
に
値

す
る
。
し
か
も
、
生
涯
宗
因
に
対
す
る
敬

慕
の
念
を
忘
れ
ず
、
「
上
に
宗
因
な
く
む

ば
、
我
々
が
俳
諧
今
以
て
貞
徳
が
涎
を
ね

ぶ
る
べ
し
。
宗
因
は
此
道
の
中
興
開
山
な

り
。
」
と
賛
辞
を
惜
し
ま
な
い
（
貞
徳
は
、

「
談
林
」
に
先
立
つ
「
貞
門
」
を
創
立
し

た
松
永
貞
徳
の
こ
と
）
。

そ
の
宗
因
、
天
和
二
年（
一
六
八
二
）七

十
八
歳
で
没
す
る
。
西
鶴
の
『
好
色
一
代

男
』
が
出
た
年
で
あ
る
。
こ
の
作
品
も
談

林
の
爆
発
的
な
情
熱
と
奔
流
す
る
想
像
力

の
結
晶
、
宗
因
か
ら
受
け
継
が
れ
た
も
の

が
、
斯
く
形
を
変
え
て
、
脈
々
と
十
八
世

紀
以
後
を
も
貫
い
て
行
く
姿
が
見
ら
れ
る
。

　◆
芭
蕉
の
句
碑
に
並
ん
で

そ
し
て
今
年
、
宗
因
誕
生
（
慶
長
十
年
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ひ
ま
ご

わ
が
孫
に
寄
り
添
ふ
二
歳
の
わ
が
曾
孫

　
九
十
年
經
ば
わ
が
ご
と
や
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
關
俊
一

う
な
ゐ
子
の
あ
ゆ
み
も
や
や
に
と
と
の
ひ

て
ほ
ほ
ゑ
み
か
は
し
母
の
手
に
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
野
秀
子

伊
勢
土
産
手
わ
た
す
間
も
も
ど
か
し
く

　
卒
業
旅
行
の
思
ひ
出
つ
き
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
岡
美
佐
子

た
こ
上
や
め
ん
こ
に
遊
ぶ
戦
前
の

　
子
供
の
姿
影
な
く
淋
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
本
美
也
子

諸
の
手
を
父
と
母
に
ひ
か
れ
つ
つ

　
親
を
見
上
ぐ
る
子
供
の
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
敬
子

震
災
に
親
失
ひ
し
孤
兒
た
ち
の

　
瞳
に
わ
れ
は
言
葉
も
あ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
城
冨
子

つ

く

も

七
人
の
子
等
に
送
ら
れ
九
十
九
な
る

　
人
生
終
へ
し
母
ぞ
尊
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
蔵
寺
京
子

ゆ
か
り

御
垣
内
の
玉
石
洗
ふ
縁
得
て

　
今
日
歌
会
に
菅
公
敬
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
村
龍
太
郎

千
字
文
論
語
傳
へ
し
恩
人
の

　
王
仁
の
墓
と
ふ
そ
の
ま
ろ
き
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
村
曉
二

師
の
君
の
石
を
求
め
て
山
や
川

　
採
集
せ
し
石
愛
し
と
飾
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
た
か
子

夜
明
け
待
つ
ガ
ン
ジ
ス
川
の
舟
の
上

　
い
た
い
け
な
る
子
の
蝋
燭
買
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
里
江

滔
々
と
流
る
る
川
の
水
面
ま
で

　
春
の
氣
溢
る
地
球
博
の
森

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
小
路
光
孚

神
さ
ぶ
る
大
樟
に
若
木
あ
り

お

み
く
じ

御
神
籤
結
び
な
に
を
問
は
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
田
眞
理
子

薬
師
寺
の
二
つ
の
塔
の
シ
ル
エ
ッ
ト

　
静
か
に
く
る
る
西
の
京
は
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
田
民
子

塔
二
つ
並
び
て
立
て
る
薬
師
寺
の

　
塔
の
下
な
る
娑
羅
双
樹
は
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
小
路
淳
子

ご
と

蒼
天
を
突
き
ぬ
く
る
如
聳
え
立
つ

　
歴
史
を
刻
む
興
福
寺
の
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
脇
か
つ

万
博
の
大
地
の
塔
の
万
華
鏡

　
英
知
の
結
集
に
出
會
ひ
て
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
江
千
鶴

・
一
六
〇
五
）
四
百
年
を
迎
え
る
。
天
神

様
と
言
い
、
連
句
と
言
い
、
重
な
る
縁
に

連
な
る
我
等
、
手
を
空
し
う
し
て
こ
れ
を

見
過
ご
す
べ
け
ん
や
。
と
言
う
訳
で
、
大

阪
天
満
宮
境
内
に
記
念
の
句
碑
の
建
立
奉

納
が
企
画
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。

既
に
境
内
に
は
多
数
の
句
碑
が
あ
り
、

場
所
の
選
定
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
が
、

大
阪
天
満
宮
の
御
好
意
で
数
度
の
踏
査
の

結
果
、
境
内
八
坂
社
の
北
側
、
芭
蕉
の「
梅

く

目
白
來
と
　
み
に
植
ゑ
し
藪
椿

　
若
木
と
な
り
て
小
鳥
群
來
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
本
さ
と
る

老
松
の
雄
々
し
き
姿
見
上
げ
つ
ゝ

若
木
伸
び
ゆ
き
次
代
荷
ふ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
嶺
利
子

穏
や
か
な
日
差
し
に
新
芽
出
揃
ひ
て

　
や
が
て
色
濃
き
若
葉
と
な
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
央
子

堅
牢
な
石
垣
の
技
匠
に
て

　
築
か
れ
し
か
な
大
阪
城
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
山
眞
由
美

ゆ
き
げ

し
ぶ
き
上
げ
水
音
高
き
雪
解
水

　
こ
だ
ま
す
ば
か
り
川
沿
ひ
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
地
美
保
子

子
に
ま
さ
る
寶
あ
ら
じ
な
地
震
よ
り

　
救
は
れ
し
兒
の
笑
顔
わ
す
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
井
與
四
郎

咲
い
て
よ
ろ
こ
ぶ
鳥
の
け
し
き
哉
」
碑
に

並
べ
て
建
て
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
碑
面

に
は
こ
れ
も
種
々
探
索
の
結
果
、
財
団
法

人
柿
衛
文
庫
所
蔵
の
真
筆
資
料
『
花
見
西

行
偃
息
図
』
よ
り
、
「
な
か
む
と
て
花
に

も
い
た
し
首
の
骨
　
梅
翁
」
（
「
梅
翁
」

は
宗
因
の
俳
号
）
を
複
写
、
拡
大
彫
刻
す

る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
句
、
宗
因
の
代
表

作
と
称
し
て
よ
く
、
西
行
の
「
挑
む
と
て

花
も
い
た
く
馴
れ
ぬ
れ
ば
散
る
別
れ
こ
そ

大
阪
天
満
宮
献
詠
　
風
月
社

平
成
十
七
年
上
半
期
秀
歌

悲
し
か
り
け
れ
」
（
新
古
今
・
山
家
集
）

を
本
歌
と
し
、「
い
た
く
」
を
甚
し
く
の
意

か
ら
生
理
的
な
痛
み
に
転
じ
、
風
流
の
裏

に
奇
妙
な
実
感
を
添
え
て
笑
い
飛
ば
し
た

も
の
で
あ
る
。

実
は
大
阪
天
満
宮
に
は
、
夷
門
の
内
側

の
植
え
込
み
に
も
う
一
基
、
宗
因
の
句
碑

が
あ
る
。
「
難
波
津
に
昨
夜
の
雨
や
花
の

春
」、
こ
れ
も
古
今
集
・
序
に
見
え
る
「
難

波
津
に
咲
く
や
此
花
冬
ご
も
り
今
を
春
べ

と
咲
く
や
此
花
」
を
本
歌
と
し
た
も
の
、

と
も
に
有
名
な
作
品
で
あ
る
。
こ
の
度
も

う
一
基
を
添
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
宮

と
の
特
別
な
縁
が
よ
ろ
広
く
知
ら
れ
れ
ば

幸
甚
で
あ
る
。

六
月
一
日
、
鷽
の
会
会
員
お
よ
び
関
係

者
集
ま
り
、
厳
粛
に
奉
告
祭
、
次
い
で
現

地
で
除
幕
式
を
行
っ
た
。
黒
御
影
の
瀟
洒

な
句
碑
が
姿
を
現
し
た
時
は
胸
が
と
き
め

い
た
。
是
非
御
一
見
を
請
う
。
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新
聞
・
Ｔ
Ｖ
な
ど
の
報
道
で
お
聞
き
お

呼
び
と
思
い
ま
す
が
、
当
宮
北
側
（
裏
門

を
出
た
右
手
の
駐
車
場
）
に
、
落
語
の
定

席
「
天
満
天
神
繁
昌
亭
」
が
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

社
団
法
人
・
上
方
落
語
協
会
の
桂
三
枝

会
長
と
、
天
神
橋
筋
商
店
連
合
の
土
居
年

樹
会
長
を
代
表
と
す
る
「
天
満
天
神
繁
昌

亭
開
設
準
備
委
員
会
」
が
、
広
く
一
般
市

民
か
ら
募
金
を
働
き
か
け
、
ほ
ぼ
建
設
資

天
神
祭
を「
火
と
水
の
祭
典
」と
呼
ぶ
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
い
う
ま
で
も
な
く「
水
」

は
船
渡
御
の
舞
台
で
あ
る
大
川
、「
火
」は

夜
空
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
奉
納
花
火
と
、

川
面
を
照
ら
す
無
数
の
篝
火
を
い
い
ま
す
。

特
に
江
戸
時
代
に
は
、
打
ち
上
げ
花
火
の

あ
る
祭
礼
は
、
い
ま
ほ
ど
多
く
は
な
く
、

江
戸
は
隅
田
川
の
花
火
、
大
阪
は
大
川
の

花
火
が
有
名
で
し
た
。

こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
天
神
祭
の
花
火

は
「
奉
納
花
火
」
で
あ
る
こ
と
で
す
。
私

た
ち
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
で
は
な
く
、
年

に
一
度
、
氏
地
を
巡
幸
さ
れ
る
神
様
へ
の

奉
納
の
意
味
を
込
め
て
打
ち
上
げ
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。

今
年
も
七
月
二
五
日
の
船
渡
御
に
は
、

三
〇
〇
〇
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
の
船
渡
御
に

打
ち
上
げ
る
奉
納
花
火
の
協
賛
金
を
募
っ

て
お
り
ま
す
。

一
口
五
〇
〇
〇
円
の
奉
納
を
い
た
だ
い

た
方
に
は
、
記
念
品
と
し
て
、
花
火
（
三

号
玉
）
の
レ
プ
リ
カ
を
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
二
五
日
当
日
の
午
後
四
時
ま
で
授
与

所
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

金
の
め
ど
が
つ
い
た
こ
と
か
ら
、
本
年
天

神
祭
後
に
着
工
し
、
来
年
中
の
オ
ー
プ
ン

を
目
指
す
計
画
で
す
。
一
年
中
三
六
五
日

の
昼
夜
二
部
興
行
を
行
う
と
い
い
ま
す
か

ら
、裏
門
付
近
が
、か
つ
て
の
賑
わ
い
を
取

り
戻
す
起
爆
剤
を
な
る
や
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
周
知
の
通
り
、
裏
門
辺
り
は
江
戸
時
代

に
は
境
内
地
に
含
ま
れ
、
芝
居
・
講
釈
・

軽
業
・
手
妻
（
手
品
）
や
茶
店
な
ど
が
軒

を
連
ね
、
大
阪
有
数
の
繁
華
街
で
し
た
。

明
治
以
降
に
現
裏
門
の
北
側
が
境
外
地
と

な
っ
て
以
降
も
賑
わ
い
は
衰
え
ず
、
や
が

て
「
天
満
八
軒
」
と
呼
ば
れ
た
寄
席
が
し

の
ぎ
を
削
り
、
道
頓
堀
の
芝
居
小
屋
と
と

も
に
上
方
文
化
を
支
え
て
続
け
て
き
ま
し

た
。今

回
の
定
席
復
活
に
よ
り
、
天
満
が
再

び
上
方
文
化
の
中
心
地
に
な
り
、
ま
た
大

阪
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
し
た
ら
、
こ

れ
ほ
ど
喜
ば
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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編 

集 

後 

記

◇
去
る
一
月
二
九
日
か
ら
二
月
二
七
日
ま

で
の
約
一
ヵ
月
間
、
第
二
回
「
て
ん
ま
天

神
梅
ま
つ
り
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

お
帰
り
の
際
に
、
「
梅
ま
つ
り
は
、
去
年

か
ら
私
の
年
中
行
事
の
一
つ
に
入
れ
て
い

ま
す
の
よ
」
と
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
い

た
御
婦
人
に
、
紙
面
を
借
り
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
関
係
者
一
同
、
な
に
よ
り
も

嬉
し
い
御
言
葉
で
し
た
。

◇
そ
の
意
味
で
は
、
天
神
祭
は
大
阪
市
民

の
年
中
行
事
に
完
全
に
組
み
込
ま
れ
て
い

る
よ
う
で
す
ね
。
特
に
今
年
は
、
鉾
流
神

事
の
祭
場
が
大
改
修
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
姿
を
一
変
し
、
か
な
り
趣
の
変
わ

っ
た
祭
場
で
「
鉾
流
歌
」
も
復
活
さ
れ
、

平
安
朝
の
古
式
が
再
現
さ
れ
る
と
思
う
と

期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

《
新
任
》

巫
女
　
堀
川
　
智
世

巫
女
　
芦
立
紫
穂
奈

巫
女
　
冨
田
　
絵
理

巫
女
　
松
田
　
麻
衣

　
　
平
成
十
七
年
四
月
一
日
付

大
阪
天
満
宮
社
報

　
て
ん
ま
て
ん
じ
ん

第
48
号

平
成
17
年
７
月
20
日
印
刷

平
成
17
年
７
月
25
日
発
行

発
行
人
　
寺

井

種

伯

発
行
所
　
大
阪
天
満
宮
社
務
所

〒
530
―

0041
　
大
阪
市
北
区
天
神
橋
２
―

１
―

８

　
　
TEL
　
０
６
―
６
３
５
３
―
０
０
２
５

印
刷
所
　
木
村
印
刷
株
式
会
社

人

事

任

免

《
退
職
》

　
　
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
付

　
　
　
権
禰
宜
　
桑
　
原
　
真
　
澄

　
　
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
付

　
　
　
巫
女
　
　
末
　
吉
　
ひ
ろ
み

《
昇
進
》

　
　
権
禰
宜
に
任
ず

　
　
　
　
　
　
　
川
　
井
　
義
　
晴

　
　
平
成
十
七
年
四
月
一
日
付

ム
ク
ド
リ
飛
来

本
年
一
月
下
旬
、
夕
刻
四
時
半
す
ぎ

に
な
る
と
、
大
将
軍
社
う
し
ろ
の
ハ
ゼ

ノ
キ
に
ム
ク
ド
リ(
椋
鳥
・
ス
ズ
メ
目
ム

ク
ド
リ
科)

が
集
結
し
は
じ
め
、
五
時
ご

ろ
に
は
写
真
の
よ
う
に
鈴
な
り
状
態
に

な
り
ま
し
た
。
ム
ク
ド
リ
は
全
長
二
四

セ
ン
チ
、
と
ん
が
っ
た
ク
チ
バ
シ
と
足

が
鮮
や
か
な
橙
色
で
頬
に
白
斑
が
あ
る

の
で
す
が
、
冬
の
宵
闇
せ
ま
る
こ
ろ
、

遠
目
か
ら
は
全
体
に
黒
っ
ぽ
い
鳥
影
に

し
か
見
え
ま
せ
ん
。

そ
の
鳴
き
声
は
や
か
ま
し
く
、
キ
ュ

ル
キ
ュ
ル
リ
ュ
ー
リ
ュ
ー
と
に
ぎ
や
か

で
す
。
三
〇
分
あ
ま
り
、
ハ
ゼ
ノ
キ
で

に
ぎ
や
か
に
休
憩
し
た
あ
と
、
三
三
五
五
飛

び
立
ち
、
亀
の
池
周
辺
や
白
米
稲
荷
社
周
辺

ね
ぐ
ら

の
ク
ス
ノ
キ
の
塒
に
移
動
し
て
集
団
で
夜
を

過
ご
し
ま
す
。

帰
　
幽

末 

澤 

俊 

樹 

様

　
篝
講
講
元

　
　
　
平
成
十
七
年
四
月
七
日
。

　
　
　
　
享
年
66
歳
。

金 

行 

克 

己 

様

　
氏
子
総
代

　
　
　
平
成
十
七
年
六
月
二
日
。

　
　
　
　
享
年
85
歳
。

鳥のなる木（大将軍社うしろのハゼノキ）
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